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〔
刑

訴

判
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八
〕

昭
五
二
・
二

　
最
高
裁
判
所
の
し
た
保
釈
保
証
金
没
取
決
定
に
対
す
る
異
議
申
立
権
の
有
無

　
　
最
高
裁
判
所
の
し
た
保
釈
保
証
金
没
取
決
定
に
対
す
る
異
議
申
立
事
件
（
最
高
裁
昭

　
　
五
二
③
一
二
号
、
棄
却
）
最
二
決
昭
五
二
年
四
月
四
日
刑
集
一
三
巻
三
号
一
六
三
頁

　
　
（
事
案
の
概
要
）

　
　
昭
和
四
六
年
一
〇
月
七
目
、
恐
喝
被
告
事
件
の
被
告
人
甲
に
対
し
、
福
岡
高
等
裁
判

　
　
所
に
お
い
て
控
訴
棄
却
の
判
決
が
言
渡
さ
れ
、
同
日
、
保
釈
許
可
決
定
が
な
さ
れ
た

　
　
が
、
そ
の
保
釈
保
証
金
額
は
、
四
〇
万
円
（
う
ち
一
〇
万
円
は
保
証
書
を
も
つ
て
代

判
例
研
究

え
る
）
で
あ
り
、
う
ち
三
〇
万
円
は
同
被
告
事
件
の
弁
護
人
が
納
付
し
、
保
証
書
は
、

本
件
異
議
申
立
人
で
あ
る
乙
が
差
し
出
し
た
。
右
控
訴
棄
却
判
決
に
対
し
被
告
人
甲

か
ら
上
告
の
申
立
が
な
さ
れ
た
が
、
同
年
二
月
一
五
日
、
検
察
官
か
ら
住
居
の
制

限
に
違
反
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
保
釈
取
消
、
保
釈
保
証
金
没
取
の
請
求
が
な
さ

れ
た
の
に
対
し
、
最
高
裁
判
所
は
、
乙
お
よ
び
右
被
告
事
件
の
弁
護
人
に
対
し
、
そ

の
旨
の
告
知
を
し
て
意
見
を
求
め
た
う
え
、
同
年
一
二
月
六
目
、
右
保
釈
許
可
決
定

を
取
り
消
し
、
保
釈
保
証
金
四
〇
万
円
全
部
を
没
取
す
る
決
定
を
し
た
。

　
そ
こ
で
、
乙
は
、
こ
の
保
釈
保
証
金
没
取
決
定
の
う
ち
、
乙
が
差
し
出
し
た
保
証

書
に
よ
る
一
〇
万
円
を
没
取
し
た
部
分
に
つ
い
て
、
右
保
証
書
は
偽
造
さ
れ
た
も
の

一
〇
五
　
（
一
二
九
）
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で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
没
取
し
乙
に
対
し
一
〇
万
円
の
納
付
を
命
じ
た
の
は
違
法
で

あ
り
、
そ
の
取
消
を
求
め
る
と
し
て
、
異
議
を
申
し
立
て
た
。

（
判
旨
）

保
釈
保
証
金
没
取
決
定
は
、
保
釈
保
証
金
も
し
く
は
こ
れ
に
代
わ
る
有
価
証
券
を
納

付
し
又
は
保
証
書
を
差
し
出
し
た
者
に
対
し
、
そ
の
者
の
国
に
対
す
る
保
釈
保
証
金

等
の
還
付
請
求
権
を
消
滅
さ
せ
、
ま
た
、
そ
の
者
に
対
し
て
保
証
書
に
記
載
さ
れ

た
金
額
を
国
庫
に
納
付
す
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
裁
判
で
あ
る
か

ら
、
こ
れ
ら
保
釈
保
証
金
の
納
付
者
ら
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
告
知
、
弁
解
防
禦
の

機
会
を
与
え
な
い
で
保
釈
保
証
金
没
取
決
定
を
し
、
か
つ
ま
た
、
こ
れ
に
対
す
る
不

服
の
申
立
を
も
許
さ
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
適
正
な
手
続
に
よ
る
裁
判
と
い
う
こ
と

は
で
き
ず
、
憲
塗
三
条
、
二
九
条
の
容
認
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
保
釈
保
証

金
没
取
決
定
に
対
し
、
事
後
に
不
服
申
立
の
途
が
認
め
ら
れ
れ
ぽ
、
あ
ら
か
じ
め
告

知
、
弁
解
防
禦
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
な
く
て
も
、
上
記
憲
法
の
規
定
に
違
反
す

る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
は
、
最
高
裁
判
所
大
法
廷
決
定
（
昭
和
四
二
年
◎
第

七
号
同
四
三
年
六
月
一
二
日
大
法
廷
決
定
・
刑
集
二
二
巻
六
号
四
六
二
頁
）
の
趣
旨

に
徴
し
明
ら
か
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
保
釈
保
証
金
没
取
決
定
は
、
そ
の
性
質
上
迅
速
処
理
を
要
請
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
右
決
定
に
先
ぎ
立
ち
、
保
釈
保
証
金
等
を
納
付
し
又
は
保
証
書
を

差
し
出
し
た
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
告
知
し
、
弁
解
防
禦
の
機
会
を
与
え
る
こ
と

は
、
か
え
つ
て
被
告
人
の
身
柄
の
確
保
等
に
支
障
を
生
ず
る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
、

か
か
る
事
前
告
知
の
手
続
は
法
規
上
そ
の
履
践
を
保
障
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
他

面
、
保
釈
保
証
金
没
取
決
定
は
、
元
来
、
不
服
申
立
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
性
質
の

裁
判
で
あ
る
が
、
最
高
裁
判
所
が
こ
れ
を
し
た
場
合
に
不
服
申
立
を
許
す
規
定
が
な

い
の
は
、
最
高
裁
判
所
が
終
審
裁
判
所
で
あ
る
と
い
う
欄
度
上
の
制
約
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
最
高
裁
判
所
が
し
た
裁
判
で
あ
つ
て
も
、
判
決
に
対
し
刑
訴
法

四
一
五
条
は
訂
正
の
申
立
を
認
め
、
ま
た
、
上
告
棄
却
の
決
定
に
対
し
同
法
四
一
四

条
、
三
八
六
条
二
項
に
よ
る
異
議
の
申
立
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず

一
〇
六
　
　
　
（
二
二
〇
）

れ
も
、
本
案
事
件
の
裁
判
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
判
決
ま
た
は
決
定
の

内
容
に
誤
り
の
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
場
合
に
の
み
許
さ
れ
る
訂
正
を
求
め
る
手
続

で
あ
る
が
、
右
の
訂
正
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
終
審
裁
判

所
で
あ
る
最
高
裁
判
所
の
し
た
決
定
で
あ
つ
て
も
、
合
理
的
理
由
と
法
律
的
必
要
性

の
認
あ
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
右
の
訂
正
と
同
趣
旨
に
お
い
て
、
不
服
申
立
を
許
容
す
べ

き
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

前
判
示
の
と
お
り
、
事
前
告
知
の
手
続
は
、
事
実
上
そ
の
履
践
に
は
困
難
、
不
都
合

を
伴
う
場
合
が
あ
り
、
ま
た
、
法
規
上
も
そ
の
履
践
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
最
高
裁
判
所
が
し
た
保
釈
保
証
金
没
取
決
定
に
つ
い
て
不
服
申
立
を
許
容

す
る
こ
と
は
憲
法
三
一
条
、
二
九
条
に
適
合
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
場
合
の
不

服
申
立
の
方
法
は
、
上
訴
の
許
さ
れ
な
い
決
定
に
つ
い
て
の
同
一
審
級
裁
判
所
に
対

す
る
不
服
申
立
手
続
と
い
う
形
式
的
な
類
似
性
に
着
目
し
、
刑
訴
法
四
二
八
条
の
準

用
を
認
め
て
、
異
議
の
申
立
を
許
容
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

（
評
釈
）

　
判
旨
に
賛
成
。

　
本
決
定
は
、
最
高
裁
判
所
の
し
た
保
釈
保
証
金
没
取
決
定
に
対
し
、
保
釈
保

証
書
の
第
三
納
付
者
で
あ
る
申
立
人
か
ら
、
保
証
書
の
偽
造
を
理
由
と
し
て
、

異
議
の
申
立
が
な
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
刑
訴
四
二
八
条
の
準
用
に
よ
る
異

議
申
立
権
を
肯
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
、
周
知
の
ご
と
く
、
刑
事
訴
訟
法
は
、
最
高
裁
判
所
の
し
た
裁
判
に
対
す

る
不
服
申
立
方
法
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
に
判
決
に
対
す
る
訂
正
の
申
立
（
刑

訴
法
四
一
五
～
四
一
七
条
）
を
規
定
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
終
審
裁
判
所

と
し
て
の
最
高
裁
判
所
が
し
た
裁
判
に
対
し
て
は
、
そ
の
終
審
裁
判
所
と
し
て

の
性
格
か
ら
上
訴
の
方
法
が
存
し
な
い
の
で
、
裁
判
の
内
容
に
誤
り
が
発
見
さ



れ
た
ば
あ
い
に
の
み
、
み
ず
か
ら
訂
正
の
機
会
を
与
え
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
規
定
は
判
決
に
つ
い
て
で
あ
り
、
法
文
上
か
ら
は
上
告
審
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

て
の
最
高
裁
判
所
の
し
た
決
定
は
含
ま
れ
な
い
。
そ
こ
で
判
例
で
は
、
は
じ

め
、
上
告
審
と
し
て
の
最
高
裁
判
所
の
し
た
刑
訴
法
四
一
四
条
・
三
八
六
条
一

項
三
号
に
よ
る
上
告
棄
却
の
決
定
に
対
し
て
、
刑
訴
法
四
一
四
条
・
三
八
六
条
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
2
）

項
に
よ
り
異
議
申
立
を
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
と
し
た
が
、
さ
ら
に
、
上
告
を
棄

却
し
た
最
高
裁
判
所
の
決
定
に
対
す
る
異
議
申
立
は
、
決
定
の
内
容
に
誤
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
場
合
に
限
る
と
し
て
、
上
告
棄
却
の
決
定
に
つ
い
て
不

服
申
立
を
認
め
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
判
決
や
上
告
棄
却
の
決
定
と
い
つ
た
本
案
の
裁
判
に
つ
い
て

は
、
そ
の
内
容
に
誤
り
の
あ
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
、
不
服
申
立
の
途

が
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
や
判
例
に
よ
つ
て
開
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
案
で

な
い
裁
判
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
に
お
い
て
は
も
と
よ
り
、
判
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

に
お
い
て
も
全
く
不
服
申
立
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
と
い
つ
て
よ
い
。
本

決
定
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
保
釈
保
証
金
没
取
決
定
と
い
う
本
案

で
な
い
裁
判
に
つ
い
て
、
異
議
申
立
と
い
う
不
服
申
立
方
法
を
肯
定
し
た
の
は
、

従
来
に
み
ら
れ
な
か
つ
た
新
し
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
注
目
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。

　
二
、
と
こ
ろ
で
、
本
決
定
が
保
釈
保
証
金
没
取
決
定
と
い
う
本
案
で
な
い
裁

判
に
つ
い
て
不
服
申
立
の
途
を
開
い
た
の
は
、
本
決
定
に
引
用
さ
れ
て
い
る
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

高
裁
判
所
大
法
廷
決
定
昭
和
四
三
年
六
月
一
二
日
の
趣
旨
を
受
け
た
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
昭
和
四
三
年
の
大
法
廷
決
定
は
、
本
決
定
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
　
判
例
研
究

被
告
人
以
外
の
者
が
、
被
告
人
の
た
め
に
保
釈
保
証
金
を
自
ら
納
付
者
と
な
つ

て
納
付
し
、
ま
た
は
保
釈
保
証
書
を
差
し
出
し
た
ば
あ
い
、
そ
の
者
は
裁
判
所

が
し
た
保
釈
保
証
金
没
取
決
定
に
対
し
て
、
法
三
五
二
条
に
よ
り
自
ら
不
服
を

申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
保
釈
保
証
金
没
取
決
定
に
つ
い
て
は
、

憲
法
上
の
適
正
な
手
続
に
よ
る
裁
判
の
要
請
か
ら
、
事
前
に
告
知
・
聴
聞
・
防

禦
の
機
会
が
与
え
ら
れ
な
く
て
も
、
事
後
に
不
服
申
立
の
途
が
認
め
ら
れ
れ
ば

憲
法
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
旨
を
判
示
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
第
三
者

に
対
し
て
な
さ
れ
る
保
釈
保
証
金
没
取
決
定
は
、
附
加
刑
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る

第
三
者
没
収
と
異
な
り
、
法
規
裁
量
と
し
て
い
わ
ば
一
種
の
行
政
処
分
的
性
質

の
も
の
で
あ
つ
て
み
れ
ば
、
適
正
手
続
の
要
請
は
そ
の
限
り
で
保
障
さ
れ
れ
ば

よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
従
つ
て
、
事
前
の
告
知
・
聴
聞
・
防
禦
の
機
会
か
、
事
後

の
不
服
申
立
が
認
め
ら
れ
れ
ば
憲
法
上
は
合
憲
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
く

に
、
保
釈
取
消
に
伴
う
保
釈
保
証
金
没
取
（
法
九
六
条
三
項
）
に
あ
た
つ
て
は
、

　
　
（
6
）

原
則
的
に
、
同
時
に
こ
れ
を
行
な
う
こ
と
に
な
つ
て
い
る
が
、
仮
に
同
時
に
行

な
う
に
あ
た
つ
て
被
告
人
の
意
見
弁
解
を
徴
す
る
の
は
却
つ
て
勾
留
な
り
収
監

な
り
を
困
難
に
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
納
付
者
が
第
三
老
で
あ
る
と
し

て
も
、
そ
の
者
が
、
本
件
の
よ
う
に
、
被
告
人
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
親
族
友
人

で
あ
る
ぽ
あ
い
に
は
、
同
様
に
勾
留
な
り
収
監
な
り
を
困
難
に
す
る
こ
と
が
考

　
　
（
7
）

え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
保
釈
保
証
金
没
取
決
定
に
あ
た
つ
て
は

事
前
の
告
知
・
聴
聞
・
防
禦
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
よ
り
、
事
後
の
不
服
申
立

を
認
め
る
こ
と
の
意
義
が
導
き
だ
さ
れ
て
く
る
。

　
さ
て
、
こ
の
大
法
廷
決
定
で
は
高
等
裁
判
所
の
し
た
第
三
者
に
対
す
る
保
釈

保
証
金
没
取
決
定
に
対
し
て
、
申
立
人
で
あ
る
第
三
者
を
法
三
五
二
条
に
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
　
（
二
二
一
）



判
　
例
研
究

抗
告
権
者
に
含
ま
れ
る
と
し
て
、
そ
の
不
服
申
立
を
認
め
た
の
で
あ
る
が
、
本

件
で
は
、
最
高
裁
判
所
が
し
た
保
釈
保
証
金
没
取
決
定
で
あ
り
、
第
三
者
に
対

す
る
保
釈
保
証
金
没
取
決
定
が
不
服
申
立
を
許
す
性
質
の
裁
判
で
あ
つ
た
と
し

て
も
、
終
審
裁
判
所
と
し
て
の
最
高
裁
判
所
の
性
格
か
ら
ど
の
よ
う
な
形
で
具

体
的
に
そ
の
不
服
申
立
が
認
め
ら
れ
る
か
は
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

　
本
決
定
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
法
四
二
八
条
を
準
用
す
る
と
し
て
解
決
し

（
8
）
た
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
現
行
法
上
、
最
高
裁
判
所
の
し
た
保
釈
保

証
金
没
取
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
に
つ
い
て
は
明
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

最
高
裁
判
所
の
終
審
裁
判
所
と
し
て
の
性
格
か
ら
、
上
訴
を
許
さ
な
い
決
定
に

つ
い
て
の
同
一
審
級
裁
判
所
に
対
す
る
不
服
申
立
手
続
と
い
う
形
式
的
類
似
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

に
着
目
し
、
法
四
二
八
条
を
準
用
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
本
決
定
は
、
理
論
的
に
は
首
肯
し
う
る
も
の
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

三
、
た
だ
、
本
決
定
の
判
旨
よ
り
す
れ
ば
、
法
四
二
八
条
の
準
用
と
い
つ
て

も
、
そ
れ
は
、
異
議
申
立
権
の
根
拠
と
し
て
準
用
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、

異
議
の
内
容
は
、
法
四
一
五
条
に
い
う
判
決
の
訂
正
と
同
じ
趣
旨
の
も
の
、
す

な
わ
ち
、
判
例
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
上
告
棄
却
決
定
に
対
す
る
異
議
申
立

の
ば
あ
い
の
異
議
の
内
容
と
同
一
の
も
の
と
解
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
本
決

定
に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
た
異
議
は
、
没
取
決
定
の
内
容
に
誤
り
の
あ
る
こ
と
を

発
見
し
た
ば
あ
い
に
原
裁
判
を
し
た
の
と
同
じ
小
法
廷
に
対
し
て
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

許
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
本
決
定
は
従
来
不
服
申
立
の
許
さ
れ
て
い
な
い
そ
の
他
の
決
定
に

つ
い
て
ま
で
、
そ
の
準
用
を
認
め
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
〇
八
　
　
（
二
二
二
）

（
1
）
中
武
靖
夫
・
注
解
刑
事
訴
訟
法
下
巻
二
八
四
頁
は
、
決
定
も
含
む
と
す
る
。

（
2
）
　
最
大
決
昭
三
〇
・
二
・
二
三
刑
集
九
・
二
・
三
七
二
。
こ
の
決
定
に
対
し
て

　
は
、
学
説
上
、
反
対
す
る
も
の
が
多
い
。
青
柳
文
雄
・
刑
事
訴
訟
法
通
論
（
五
訂
版
）

　
下
巻
六
三
一
頁
、
平
野
竜
一
・
刑
事
訴
訟
法
…
一
西
頁
な
ど
。
こ
れ
ら
の
学
説
に
よ

　
つ
て
も
、
事
前
の
意
見
・
弁
解
・
防
禦
の
機
会
を
与
え
、
事
後
の
不
服
申
立
を
認
め

　
る
こ
と
が
合
憲
性
の
保
障
に
つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
異
議
申
立
を
認
め
な
い

　
の
で
は
あ
る
ま
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
場
合
に
は
、
上
告
棄
却
の
決
定
に
対
す
る
異
議

　
申
立
が
判
決
訂
正
と
の
釣
合
上
認
め
ら
れ
た
の
に
と
ど
ま
り
、
法
四
一
五
条
以
下
の

　
判
決
訂
正
申
立
制
度
が
法
改
正
に
よ
つ
て
削
除
さ
れ
れ
ば
、
上
告
棄
却
決
定
に
対
す

　
る
異
議
申
立
権
も
消
滅
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
本
件
の
よ
う
な
異
議
申

　
立
権
は
、
憲
法
上
の
適
正
手
続
と
の
関
係
で
残
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
3
）
最
二
決
昭
三
六
・
七
・
五
刑
集
一
五
・
七
・
一
〇
五
一
、
最
一
決
五
〇
・
七
・

　
一
〇
判
時
七
八
四
、
一
一
八
。
後
老
の
決
定
で
、
団
藤
裁
判
官
は
補
足
意
見
を
の
べ

　
ら
れ
、
最
高
裁
判
所
は
規
則
制
定
権
と
同
一
の
範
囲
で
、
判
例
に
よ
り
訴
訟
手
続
に

　
関
す
る
制
度
を
創
設
し
う
る
と
し
て
、
判
旨
に
賛
成
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。

（
4
）
異
議
申
立
を
許
さ
な
い
と
し
た
事
例
と
し
て
、
最
高
裁
大
法
廷
の
し
た
忌
避
申

　
立
却
下
決
定
に
つ
い
て
最
大
決
昭
三
〇
・
一
二
・
二
三
刑
集
九
・
一
四
。
二
九
九

　
五
、
保
釈
取
消
決
定
に
つ
い
て
最
一
決
昭
三
三
・
九
・
三
刑
集
一
二
・
二
二
・
二
八

　
三
九
、
保
釈
却
下
決
定
に
つ
い
て
最
三
決
昭
四
〇
・
一
・
二
六
裁
判
集
一
五
四
・
五
－

　
二
五
、
訴
訟
費
用
執
行
免
除
申
立
棄
却
決
定
に
つ
い
て
最
一
決
昭
四
六
・
一
〇
・
二

　
五
裁
判
集
一
八
一
・
八
五
九
な
ど
。

（
5
）
　
最
大
決
昭
四
三
・
六
・
一
二
刑
集
二
二
・
六
・
四
六
二
。

（
6
）
最
決
昭
二
五
・
三
・
三
〇
刑
集
四
の
三
ゆ
四
五
七
は
、
法
九
六
条
三
項
に
つ
い

　
て
、
保
釈
失
効
の
場
合
に
未
だ
勾
留
の
執
行
に
着
手
し
な
い
間
は
没
取
決
定
が
で
き

　
る
と
し
て
例
外
を
認
め
て
い
る
。

（
7
）
青
柳
文
雄
・
最
高
裁
刑
訴
事
例
研
究
四
六
・
法
学
研
究
四
四
巻
一
号
一
三
七



頁
。

（
8
）
同
旨
、
坂
本
武
志
「
保
証
金
の
没
取
」
捜
査
法
大
系
皿
二
六
七
頁
、
平
湯
真
人

　
「
没
取
決
定
と
保
証
金
を
納
付
し
た
第
三
者
の
不
服
申
立
権
」
判
タ
ニ
九
六
号
三
七

　
五
頁
、
綿
引
紳
郎
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
昭
四
三
年
度
一
七
六
頁
。

（
9
）
本
件
の
よ
う
な
異
議
申
立
を
認
め
な
か
つ
た
と
こ
ろ
で
、
法
五
〇
二
条
に
よ
る

　
異
議
申
立
の
途
は
開
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
前
掲
昭
和
四
三
年
大
法
廷

　
決
定
そ
の
も
の
が
、
適
正
手
続
か
ら
の
必
然
的
な
帰
結
で
あ
る
の
か
は
な
お
議
論
の

　
余
地
は
残
る
だ
ろ
う
。

（
1
0
）
本
決
定
に
つ
い
て
、
岡
次
郎
「
時
の
判
例
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
五
一
号
八
五
頁
、

　
判
例
時
報
八
五
九
、
一
〇
六
の
コ
メ
ン
ト
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
冨
　
　
潔

判
例
研
究

一
〇
九
　
　
（
二
二
三
）


